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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第161期

第２四半期連結
累計期間

第162期
第２四半期連結

累計期間
第161期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

営業収益 （千円） 10,982,757 11,557,035 22,343,610

経常利益 （千円） 370,572 335,930 657,207

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 537,780 146,555 487,408

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 570,580 △125,686 587,945

純資産額 （千円） 17,620,904 17,389,076 17,576,630

総資産額 （千円） 28,825,353 30,440,161 28,335,491

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 70.70 19.26 64.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.4 54.0 58.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 323,445 283,503 927,435

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,166,265 △2,334,599 △1,619,926

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 321,343 2,592,007 △530,855

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,513,310 3,345,574 2,825,365

 

回次
第161期

第２四半期連結
会計期間

第162期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
　自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日

　自 平成30年７月１日
　至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 49.34 4.02

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数については、「株式給付

信託（BBT）」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有している当

社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

４．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、相次ぐ自然災害による経済への影響、為替や株式市場の不安

定さなど懸念される材料もありますが、個人消費の持ち直しや企業業績が改善するなど、緩やかな回復基調で推移

いたしました。世界経済においても通商問題の動向など不透明な状況はありますが、緩やかな回復基調が続きまし

た。

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画『Vision2018・明日に向かって』で掲げる、流通加工等

の物流サービスの強化等による既存事業の拡大・強化、新倉庫建設やＡＳＥＡＮ地区への投資等の成長に向けた戦

略的投資を行うなど、経営基盤の安定、強化に積極的に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

a.財政状態

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、新規借入等による現金及び預金の増加、関東での新倉庫建設による建

設仮勘定の増加等により、前連結会計年度末に比べ2,104百万円増加し30,440百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、新規借入れにより短期借入金および長期借入金が増加したことによ

り前連結会計年度末に比べ2,292百万円増加の13,051百万円となり、また、当第２四半期連結会計期間末の純資産

は、親会社株主に帰属する四半期純利益により利益剰余金が増加しましたが、円高の影響により為替換算調整勘定

および非支配株主持分が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ187百万円減少の17,389百万円となりまし

た。

 

b.経営成績

当第２四半期連結累計期間においては、昨年から引き続きコーヒー豆や食料品の取扱いおよび神戸港での港湾運

送取扱業務等が堅調に推移したことにより、営業収益および営業利益は前年同期を上回る結果となりました。経常

利益については、前年同期に大幅に増加した受取配当金が減少したこと等により前年同期を下回り、親会社株主に

帰属する四半期純利益についても、前年同期に発生した投資有価証券売却益等の特別利益が減少したこと、大阪北

部地震や台風21号等の影響による損失を計上したことにより、前年同期を下回る結果となりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比5.2％増加の11,557百万円、営業利益は前年同期

比4.5％増加の314百万円、経常利益は前年同期比9.3％減少の335百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前

年同期比72.7％減少の146百万円となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

国内物流事業においては、普通倉庫業務、冷蔵倉庫業務とも取扱いが増加し、神戸港での港湾運送取扱業務等

も堅調に推移した結果、営業収益は前年同期を上回りました。セグメント利益についても、営業倉庫の大型修繕

等を行いましたが、貨物の取扱量等が堅調に推移したことにより前年同期を上回りました。

その結果、営業収益は前年同期比6.3％増加の9,864百万円、セグメント利益は前年同期比7.4％増加の639百万

円となりました。

 

②国際物流事業

国際物流事業においては、貨物の取扱いに大きな変動がなく、営業収益は前年同期を若干下回る程度でした

が、セグメント利益については前期に稼働した海外子会社の倉庫での経費が嵩むなどの要因により、前年同期を

下回りました。

その結果、営業収益は前年同期比0.7％減少の1,487百万円、セグメント損失は29百万円（前年同期はセグメン

ト利益29百万円）となりました。

 

なお、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業並びに太陽光発電の売電事業等のその他事業は、営業収益は

前年同期比4.0％減少の223百万円、セグメント利益は前年同期比2.5％減少の131百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が231百万円となり、減価償却費、有形固定資産の取得による支出、長期借入れによる収入、短期借入金の純増

加等により前連結会計年度末に比べ520百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には3,345百万円となりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、283百万円（前年同期は323百万円の獲得）

となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益231百万円、減価償却費398百万円、仕入債務の減少額

88百万円、法人税等の支払額295百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、2,334百万円（前年同期は1,166百万円の使

用）となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出2,266百万円、無形固定資産の取得による支

出44百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果獲得した資金は、2,592百万円（前年同期は321百万円の獲

得）となりました。これは主として、短期借入金の純増加1,299百万円、長期借入れによる収入1,600百万円、長期

借入金の返済による支出245百万円によるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,258,322 8,258,322
（株）東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 8,258,322 8,258,322 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 8,258,322 － 2,108,000 － 1,862,230
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

大和製衡株式会社 兵庫県明石市茶園場町５－22 1,093 14.20

川西　多美 兵庫県芦屋市 564 7.32

川西　央也 神戸市東灘区 488 6.33

日本毛織株式会社 神戸市中央区明石町47 380 4.93

川西　康夫 東京都品川区 310 4.04

一般財団法人川西報公会 兵庫県明石市茶園場町８－27 290 3.77

多島　晶子 名古屋市千種区 228 2.96

川西　二郎 兵庫県芦屋市 223 2.89

大嶽　敬子 東京都目黒区 206 2.67

株式会社川西勝三商会 兵庫県西宮市苦楽園４－７－39 201 2.61

計 － 3,985 51.72
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式（自己保有株式）

553,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,703,800 77,038 －

単元未満株式 普通株式　　　1,022 － －

発行済株式総数 8,258,322 － －

総株主の議決権 － 77,038 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）が含

まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には「株式給付信託（BBT）」の信託財産として、資産管理サービス信

託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する株式96,900株（議決権の数969個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　川西倉庫株式会社
神戸市兵庫区七宮町１－

４－16
553,500 － 553,500 6.70

計 － 553,500 － 553,500 6.70

（注）「株式給付信託（BBT）」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する株式

96,900株については、上記の自己株式等には含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、神陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,155,580 3,644,497

受取手形及び営業未収入金 3,560,661 3,477,409

その他 630,870 635,290

貸倒引当金 △362 △353

流動資産合計 7,346,750 7,756,845

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,665,455 7,933,701

機械装置及び運搬具（純額） 955,123 1,001,084

工具、器具及び備品（純額） 120,349 148,416

土地 6,191,929 6,161,109

リース資産（純額） 930,230 913,082

建設仮勘定 218,048 1,609,407

有形固定資産合計 16,081,138 17,766,802

無形固定資産   

港湾等施設利用権 1,897,534 1,897,534

その他 570,094 609,260

無形固定資産合計 2,467,628 2,506,794

投資その他の資産   

投資有価証券 1,187,905 1,115,400

長期貸付金 4,756 4,294

繰延税金資産 65,372 69,221

退職給付に係る資産 138,800 132,335

差入保証金 760,744 743,145

その他 285,993 348,921

貸倒引当金 △3,600 △3,600

投資その他の資産合計 2,439,973 2,409,719

固定資産合計 20,988,740 22,683,316

資産合計 28,335,491 30,440,161
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,681,321 1,592,533

短期借入金 992,100 2,376,731

リース債務 7,353 11,242

未払法人税等 324,826 152,923

賞与引当金 253,691 282,217

役員賞与引当金 2,700 600

その他 533,268 356,450

流動負債合計 3,795,261 4,772,699

固定負債   

長期借入金 5,614,158 6,910,722

リース債務 20,834 25,665

繰延税金負債 45,660 9,761

役員株式給付引当金 42,291 55,193

退職給付に係る負債 1,034,926 1,070,988

その他 205,729 206,055

固定負債合計 6,963,599 8,278,386

負債合計 10,758,861 13,051,085

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,892,395 1,892,395

利益剰余金 12,627,273 12,712,189

自己株式 △582,859 △583,088

株主資本合計 16,044,809 16,129,497

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 338,117 285,876

為替換算調整勘定 64,117 △44,275

退職給付に係る調整累計額 66,010 58,442

その他の包括利益累計額合計 468,245 300,043

非支配株主持分 1,063,575 959,535

純資産合計 17,576,630 17,389,076

負債純資産合計 28,335,491 30,440,161
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業収益 10,982,757 11,557,035

営業原価 9,614,174 10,179,584

営業総利益 1,368,583 1,377,450

販売費及び一般管理費 ※ 1,067,284 ※ 1,062,719

営業利益 301,299 314,731

営業外収益   

受取利息 7,509 4,690

受取配当金 80,867 22,594

不動産賃貸料 7,897 8,082

その他 7,393 10,911

営業外収益合計 103,667 46,278

営業外費用   

支払利息 26,311 25,079

為替差損 4,398 －

その他 3,685 －

営業外費用合計 34,394 25,079

経常利益 370,572 335,930

特別利益   

固定資産売却益 16,178 2,188

投資有価証券売却益 408,450 －

特別利益合計 424,628 2,188

特別損失   

固定資産除却損 2,226 459

災害による損失 － 81,213

役員退職慰労金 － 2,217

100周年記念費用 － 22,704

特別損失合計 2,226 106,594

税金等調整前四半期純利益 792,974 231,524

法人税、住民税及び事業税 264,610 121,059

法人税等調整額 △9,634 △9,920

法人税等合計 254,976 111,138

四半期純利益 537,998 120,385

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
218 △26,169

親会社株主に帰属する四半期純利益 537,780 146,555
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 537,998 120,385

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 66,166 △52,241

為替換算調整勘定 △38,681 △186,406

退職給付に係る調整額 5,096 △7,424

その他の包括利益合計 32,581 △246,072

四半期包括利益 570,580 △125,686

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 566,581 △21,646

非支配株主に係る四半期包括利益 3,998 △104,039
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 792,974 231,524

減価償却費 383,128 398,425

のれん償却額 4,698 4,698

貸倒引当金の増減額（△は減少） △89 △9

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,566 21,726

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,320 △2,100

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 32,847 31,815

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 8,736 12,902

受取利息及び受取配当金 △88,377 △27,284

支払利息 26,311 25,079

有形固定資産除却損 2,226 459

有形固定資産売却損益（△は益） △16,178 △2,188

投資有価証券売却損益（△は益） △408,450 －

災害損失 － 81,213

売上債権の増減額（△は増加） △239,143 84,113

仕入債務の増減額（△は減少） △248,995 △88,355

その他 142,606 △197,615

小計 398,541 574,406

利息及び配当金の受取額 88,873 27,795

利息の支払額 △26,843 △23,175

法人税等の支払額 △137,126 △295,522

営業活動によるキャッシュ・フロー 323,445 283,503

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △112,168 △50,748

有形固定資産の取得による支出 △1,529,852 △2,266,484

無形固定資産の取得による支出 △1,840 △44,282

有形固定資産の売却による収入 20,260 7,781

投資有価証券の取得による支出 △1,964 △2,987

投資有価証券の売却による収入 449,550 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
－ 4,400

長期貸付金の回収による収入 874 462

差入保証金の差入による支出 △8,237 △982

差入保証金の回収による収入 18,478 18,334

その他 △1,365 △93

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,166,265 △2,334,599

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △699,737 1,299,628

長期借入れによる収入 500,000 1,600,000

長期借入金の返済による支出 △295,754 △245,754

自己株式の取得による支出 △186 △228

自己株式の処分による収入 3,136 －

配当金の支払額 △46,230 △61,639

非支配株主への配当金の支払額 △244 －

非支配株主からの払込みによる収入 905,250 －

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△44,890 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 321,343 2,592,007

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,933 △20,702

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △527,410 520,209

現金及び現金同等物の期首残高 4,040,721 2,825,365

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,513,310 ※ 3,345,574
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間より、株式会社マルカ陸運の株式を取得したことにより、同社を連結の範囲に含め

ております。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、取締役（監査等委員である取締役、社外取締役を除く。）及び執行役員に対する株式報酬制度「株式給

付信託（BBT）」を平成28年９月５日より導入しております（以下、「本信託」という。）。

本信託が所有する当社株式は、四半期連結財務諸表の純資産の部において自己株式として表示しており、当該自

己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において86,822千円、96千株、当第２四半期連結会計期間末に

おいて86,822千円、96千株であります。

 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日

　　至 平成30年９月30日）

報酬及び給料 486,887千円 512,622千円

賞与引当金繰入額 73,773 89,824

退職給付費用 28,102 20,742

減価償却費 14,399 10,838

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 3,797,650千円 3,644,497千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △284,340 △298,923

現金及び現金同等物 3,513,310 3,345,574
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 46,230 6 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金602千円が含

まれております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 61,639 8 平成29年９月30日 平成29年12月８日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金775千円が含

まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 61,639 8 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金775千円が含

まれております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月９日

取締役会
普通株式 46,228 6 平成30年９月30日 平成30年12月７日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金581千円が含

まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収益 9,280,828 1,498,202 10,779,031 203,726 10,982,757 － 10,982,757

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 29,204 29,204 △29,204 －

計 9,280,828 1,498,202 10,779,031 232,931 11,011,962 △29,204 10,982,757

セグメント利益 595,308 29,843 625,152 134,581 759,734 △458,434 301,299

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電事

業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△458,434千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△453,697

千円及びその他の調整額△4,737千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収益 9,864,548 1,487,220 11,351,768 205,266 11,557,035 － 11,557,035

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 18,334 18,334 △18,334 －

計 9,864,548 1,487,220 11,351,768 223,601 11,575,369 △18,334 11,557,035

セグメント利益又は損失

（△）
639,565 △29,909 609,655 131,185 740,840 △426,109 314,731

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電事

業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△426,109千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

421,771千円及びその他の調整額△4,338千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

　　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

　（１）被取得企業の名称及び事業の内容

　　　　被取得企業の名称　株式会社マルカ陸運

　　　　事業内容　一般貨物自動車運送事業

　（２）企業結合を行った理由

　　　　貨物運送業務の拡大による企業収益および企業価値の向上を図るためであります。

　（３）企業結合日

　　　　平成30年９月30日（みなし取得日）

　（４）企業結合の法的形式

　　　　現金を対価とする株式の取得

　（５）結合後企業の名称

　　　　変更はありません。

　（６）取得した議決権比率

　　　　取得前議決権比率　０％

　　　　取得後議決権比率　100％

　（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　　現金を対価とした株式の取得により、当社が議決権を100％所有したためであります。

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　みなし取得日を平成30年９月30日としているため、当第２四半期連結損益計算書については、被取得企業の

業績を含んでおりません。

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 84,700 千円

取得原価  84,700  

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　（１）発生したのれんの金額

　　　　　11,672千円

　（２）発生原因

　　　　主として、株式会社マルカ陸運が営む運送事業と当社業務との相乗効果によって期待される超過収益力

であります。

　（３）償却方法及び償却期間

　　　　５年間にわたる均等償却
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 70円70銭 19円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 537,780 146,555

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
537,780 146,555

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,606 7,607

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益の算

定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期間

において98千株、当第２四半期連結累計期間において96千株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　46,228千円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　６円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成30年12月７日

(注)平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月８日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中

 

神陽監査法人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 川本　章雄　　印

 

 業務執行社員 公認会計士 松井　大輔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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